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日本国政府出展屋内展示

第３章　出展計画の策定と変更
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１．展示スケジュールの策定
　政府出展のデザイナーについては、テーマスタンドは村松統括プロデューサーが担当し、いけ

ばなスタンドは日本いけばな芸術協会を通じて、華道家元池坊、いけばな草月流、いけばな小原

流に依頼した。また、メインスタンドの出展については、政府展示期間は日本いけばな芸術協会、

JFTD 中山佳巳氏、村松統括プロデューサー、假屋崎省吾氏、日本フラワーデザイナー協会花ファッ

ションデザインチームへ依頼し、その他一般展示期間はスケジュール素案に基づき応募いただい

た出展者と期間調整を行い、下記展示スケジュールを策定した。

第３章　出展計画の策定と変更
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２．展示スケジュールの変更
　トルコ国内において、博覧会開催中に発生したイスタンブール空港襲撃事件やクーデター未遂
事件などの影響を受け、下記スケジュール表のグレーで表記した団体から出展辞退の申し出があっ
た。
　クーデター未遂事件発生後、トルコ国内の政情が安定するまで外務省より下記の注意喚起が発
令された。これに伴い前期の花き専門スタッフの帰国を早め、後期の花き専門スタッフの渡航時
期を遅らせることとなった。花き専門スタッフ不在の期間においては、生花の荷受け管理作業を
行うことが出来ず、展示を維持することが困難となった。その後、8月 17日の外務省による注意
喚起の失効を受け、8月 25日に後期の花き専門スタッフを派遣した。

 7 月 16日　トルコにおける軍部による蜂起（注意喚起）
 現在の状況下では、トルコへの不要不急の渡航はやめてください。在留邦人の皆様におかれては、安全の確
 保に留意し、外出をしないようお願いいたします。
 
 7 月 16日　トルコにおける軍部による蜂起（注意喚起その 2）
 現在滞在中の方は現状にかんがみトルコに対する海外安全情報に留意し、報道等により状況の推移を注視
 し、外出は見合わせてください。また、現在の状況下ではトルコへの渡航は極力止めてください。
 
 7 月 18日　トルコにおける軍部による蜂起（注意喚起その 3）
 現在滞在中の方は現状にかんがみトルコに対する海外安全情報に留意し、報道等により状況の推移を注視
 するとともに、外出にあたっては、周囲の状況に十分注意を払い、集会等には近づかないようにしてくだ
 さい。また、トルコへの渡航については、現在の状況下においては極力止めてください。

第３章　出展計画の策定と変更
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　７月１６日以降の展示について、下記の通り計画変更を行った。

第３章　出展計画の策定と変更

季節

テーマ
期　　間

テーマ

スタンド

いけばな

スタンド

花き展示

スタンド
メインスタンドの変更内容

7/06-7/15

(10日間)

政府展示として村

松プロデューサー

の展示

いけばな草月流辞

退に伴い、村松統

括プロデューサー

の展示に変更

コンテスト出

品花き、輸出

向けPR用花

材などの展示

7/26まで予定のJFTD中山佳巳氏の展示を7/15までに

変更

7/16-7/27

(12日間)

7/28-8/7

(11日間)

政府展示

（流木）

政府展示

（垂れグワ等）

8/8-8/12

(5日間)

9/7-9/12

(6日間)

村松統括プロ

デューサーの展示

を生花に変更

予定通り、假屋崎省吾氏による政府展示を実施

10/26-10/30

(5日間)

アンタルヤ国際園芸博覧会出展愛知実行委員会辞退に

伴い、政府展示に変更

日本レミコ押し花学院は押し花展示を行い、次の長野

県・長野県花きイノベーション推進協議会辞退と村松

統括プロデューサー及び現地事務所の生花展示が不可

能だったため、日本レミコ押し花学院の展示期間を延

長

輝

き

の

祭

百

花

繚

乱

いけばな小原流辞

退に伴い、村松統

括プロデューサー

の展示に変更

屋内展示スペース閉鎖

東北花き園芸復興協議会辞退に伴い、政府展示に変更
政府展示として、

村松プロデュー

サーの展示を造花

に変更

政府展示として村

松プロデューサー

の展示

村松統括プロ

デューサーの展示

を造花に変更

政府展示とし

て押し花展示

コンテスト出

品花き、輸出

向けPR用花

材などの展示

8/13-9/6

(25日間)

9/13-10/25

(43日間)

日本フラワーデザイナー協会花ファッションデザイン

チーム、プリザービングフラワーズ協会、アンタルヤ

国際園芸博覧会出展愛知実行委員会の辞退に伴い、政

府展示に変更

（出展者、出展時期の変更）

（展示花材、展示品等の変更）

　前期花き専門スタッフの帰国（7/22）から後期花き専門スタッフのトルコ到着（8/26）までの
期間は生花の受け入れ体制が整わなかった。7月 28日の展示再開にあたっては、メインスタンド
に東北花き園芸復興協議会のパネルを展示した。ジャパンデー（9/7）からの 6日間は、生花を使
用して展示を行った。テーマスタンドといけばなスタンドは生花の展示を閉幕まで継続した。メ
インスタンドは 9月 13 日から 10月 25 日まで押し花展示を行い、10月 26 日からは村松統括プ
ロデューサーによる生花を使用した作品を展示した。
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　テーマスタンドといけばなスタンドの展示制作スケジュール

　また、8月8日から9月6日の期間は生花がなく、造花を利用した展示デザインを行った。各コー
ナーの造花を使った展示デザインは下記のとおり。

【テーマスタンド】

【メインスタンド内】

【いけばなスタンド】 【花き展示スタンド】

テーマスタンド いけばなスタンド
制作 出展・制作

4/23-5/10 村松統括プロデューサー

5/11-5/24 花き専門スタッフ

5/25-6/7 花き専門スタッフ

6/8-6/21 花き専門スタッフ

6/22-7/5 村松統括プロデューサー

7/6-8/7 村松統括プロデューサー 村松統括プロデューサー

8/8-9/6
村松統括プロデューサー

（造花）

村松統括プロデューサー

（造花）

9/7-9/22 村松統括プロデューサー 村松統括プロデューサー

9/23-10/4 花き専門スタッフ 花き専門スタッフ

10/5-10/19 花き専門スタッフ 花き専門スタッフ

10/20-10/25 花き専門スタッフ 花き専門スタッフ

10/26-10/30 村松統括プロデューサー 村松統括プロデューサー

季節テーマ 展示期間

花見小路

百花繚乱

華道家元池坊

輝きの祭

展示監修

村松統括プロデューサー

村松統括プロデューサー

村松統括プロデューサー
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日本国政府出展屋内展示

第４章　事業推進業務
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１．事務局体制

　過去の国際園芸博覧会の業務実績を持つスタッフを配置した事務局体制を構築した。事務局は

日本国内に設置した日本国政府出展屋内展示事務局（以下、国内事務局）とトルコ国内に設置し

た日本国政府出展現地事務所（以下、現地事務所）で構成され、常に連携を保ち、事業推進に努

めた。

　開幕前から関係者との定期的なミーティングを重ね、事業計画の策定や事業の進捗状況の確認、

課題の解決方法などを共有した。

農林水産省

外務省

経済産業省

国土交通省

（公財）都市緑化機構

政府出展屋内展示
基本方針検討委員会

（基本方針策定時）

政府出展屋内展示
基本計画検討委員会

（基本計画策定時）

運営委員会

統括プロデューサー
国際園芸博覧会 2016 トルコアンタルヤ

日本国政府出展 屋内展示事務局

・企画 /計画 /調整業務
・展示計画管理業務
・各種募集業務
・出展 /出品勧奨業務
・出展者国内調整
・輸送 /通関 /検疫管理業務
・行催事調整業務
・花き専門スタッフ国内調整
・総務 /経理業務

（日本国内） （屋外展示事務局）

国際園芸博覧会 2016 トルコアンタルヤ

日本国政府出展 現地事務所

・現地施工業務
・運営管理業務
・展示管理 /出展者対応業務
・輸送管理業務
・コンテスト申請管理業務
・行催事実施業務
・花き専門スタッフ管理
・総務 /経理業務

（トルコ国内）

2016 年アンタルヤ国際園芸博覧会

日本庭園出展実行委員会事務局

コンテスト部会

・博覧会への出展、コンテストへの出品、
広報等を効率的、効果的に実施するた
めのアドバイス

・出品の奨励
・出品物の選定
・出品指導
・輸送出荷の指導

計画案に対する効果的な
広報行うためのアドバイス

・全体テーマと個々の展示の統一感
を確保するためのアドバイス業務
・テーマスタンドの展示制作業務

在トルコ日本国大使館

国際園芸博覧会 2016 トルコアンタルヤ

事務局

広報意見聴取会

第４章　事業推進業務
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２．統括プロデューサー

　屋内展示スペースの展示デザイン及び展示運

営について、テーマに沿った統一性を保ち、出

展参加者への助言を行う統括プロデューサーを

配置した。この業務については、村松文彦氏に

依頼し、政府展示を行っていただく方々やメイ

ンスタンドの出展希望者に対して、博覧会期間

中を通じてコンセプトの整合性や統一感を保つ

ため、事前の調整業務を行っていただいた。

　また、各出展担当者から、展示デザインのコ

ンセプトやデザイン画などを提出いただき、そ

の内容について助言していただいた。

３．各種募集

　各種募集を通じて本事業の情報発信とともに

花き業界への情報提供を行った。

３- １．メインスタンド出展者の募集
　日本国政府出展屋内展示内の約 50㎡におい

て行う、地方公共団体や花き等園芸関係団体、
民間企業等の特色を活かした展示を募集した。
　出展者の決定は、政府出展屋内展示のテーマ
と各団体の出展内容との整合性や他の展示との
つながりを考慮し、第三者によって構成される
審査会を経て決定した。
〔募集期間〕

平成 27年 11月 5日（木）～平成 27年 11月 30日（月）

〔追加募集期間〕

平成 27年 12月 25日（金）～平成 28年 1月 18日（月）

　出展が決定した団体・企業は、各出展開始の
3ヶ月前までに具体的な展示プラン（デザイン、
設計図面、使用する花材等）が分かる書面を国
内事務局へ提出いただき、統括プロデューサー
とデザインの事前協議を行っていただいた。

３- ２．コンテスト出品花きの募集
　我が国の優れた花きを国内外にPRするため、
日本産花きのより多くの受賞を目指し、コンテ
ストに出品する花きを募集した。
〔募集期間〕2016 年 2月 8日から 2016 年 8月末日

　対象花きは、基本的に日本産花き ( 切り花、
鉢物・苗物、球根植物、植木類、盆栽、山野草
等 ) とし、国際的にも一定の評価を得る可能性
の高いもので、アンタルヤ博覧会協会事務局が
提示するコンテストカテゴリーに合致するもの
とした。

３- ３．輸出向け PR用提供花材の募集
　国内外に我が国の高品質で多様な花き及び花
き文化を魅せる政府展示の場を活用して輸出促
進のための PRを希望される生産者や団体、育
種家の方々から、日本で生産または育種された
もので提供いただける花きを募集した。
〔募集期間〕平成 28年 2月 8日から平成 28年 8月末日

　対象花きは、我が国で生産または育種された
花き ( 切り花、鉢物・苗物、植木類、盆栽、苗物 )
とした。

３- ４．ボランティア催事参加者の募集
　来場者に日本の園芸文化や伝統文化を体験し
楽しんでもらうため、花にまつわる日本の文化
紹介や催事を自己負担で企画・実施いただける
個人・各種団体等を募集した。
〔募集期間〕平成 28年 2月 12日から 8月末日まで

　ボランティア催事は参加時期により 2つの

参加区分に分け募集した。 

　a. ジャパンフェスティバル催事

　　参加期間：ジャパンフェスティバル期間

　　（9月 7日～ 9月 10日）

　b. 一般催事

　　参加期間 :ジャパンフェスティバル期間を除く全期間

　　（4月23日～9月 6日及び9月11日～10月 30日）

第４章　事業推進業務
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３- ５．展示用資材協賛の募集
　政府展示に必要な展示用資材（花瓶などの花

器、水揚げ剤、活力剤や花桶バケツなど）の協

賛募集を行った。協賛メリットとして、屋内展

示スペース内に企業名を掲出した。
〔募集期間〕平成 28年 4月 1日から平成 28年 8月末日

３- ６．花き専門スタッフの募集
　展示の運営及び管理、賓客 /来場者の接遇等

を円滑かつ適切に行うため、花きの知識を有す

る専門 スタッフを募集した。
■業務内容 : 展示物の日常の管理、賓客及び一般来場者

への接遇 ( 花きの準備、説明等 )、 ワークショップの実施、

政府出展屋内展示に於ける日常の運営業務全般 等

■資 格 : 花きに関連する専門知識や業務経験を有し、上

記の業務を行える方

■期 間 : 約 4 ヶ月程度 ( 前半 :4 月上旬 ~7 月下旬、後半 :7 

月下旬 ~11 月上旬 )

■人 数 : 常時 5 名程度を配置 ( 前半 5 名程度、後半 5 名

程度 )

■募集期間 : 平成 27年 11月 4日 ~11 月 30 日

■選考方法：１次審査書類選考、2次審査面接

　結果、前半５名、後半５名、中間１名を採用し、

事前研修を行った上で、現地への派遣を行った。

３- ７．花き専門スタッフの研修
　花き専門スタッフに対し、渡航前に東京の事

務局にて研修を行った。研修では、博覧会出展

の基本方針・基本計画及び海外生活の心得（安

全管理等）について農林水産省担当官から説明

を行ったほか、村松統括プロデューサーによる

実技指導、花き専門スタッフ相互による専門技

術の説明・紹介、事務局による花育の説明等を

行った。また、イスラム文化についての理解を

深めるため、トルコ文化センターの講師に講演

いただいた。

４．輸送業務

４-１．輸送ルート
　博覧会開幕前に試験輸送を行った。トルコ側

博覧会協会からは、通関・検疫は博覧会会場

近隣の施設で行うと説明を受けていたが、実際

はアンタルヤ空港で行われていることが判明し

た。また 2つの試験輸送ルート（陸送・空輸）

のタイムスケジュールが不安定で、その原因が

イスタンブール空港の保税転送手続きにあるこ

とや税関職員が全ての荷物を開封していること

等にあると判明したため、イスタンブール空港

からアンタルヤ空港まで空輸し、アンタルヤ空

港からトラックにて会場搬入することとした。

４- ２．放射性物質検査の免除
　トルコでは、日本から輸入される全ての食品

及び農水産物について、放射性物質を含まない

ことを証明する書類（トルコ原子力庁発行）の

添付を義務付けている。これに対し、「アンタ

ルヤ国際園芸博覧会」の出展物については、放

射性物質検査を免除するよう政府一体となって

トルコ側に働きかけ、この結果トルコは、同博

覧会のために輸入される植物及び植物製品につ

いては、食品と飼料を除き、放射性物質を含ま

ないことを証明する書類の添付は不要との判断

を示した。これにより同博覧会の出展物である

花や植木については、放射性物質含有量等の検

査は不要となった。

４- ３．通関・検疫
　全ての花材で通常通りの検疫が必要であっ

た。また花材・資材ともに通関の際に税金の支

払が発生した。関税率を確認するため、税関職

員が全ての荷物を開封し、中身を確認していた

ために、日本から会場到着の輸送日数は、3日

間～ 8日間と不安定であった。

第４章　事業推進業務
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４- ４．輸送フロー図

　花材と資材の輸送フローを、以下に示す。博覧会場までの輸送に要する日数は、花材では３～
７日間、資材では５～８日間であった。開幕当初は、博覧会としての輸送体制、通関・検疫体制が整っ

ておらず、アンタルヤ空港での通関に数日かかることもあり、対応に苦慮した。

第４章　事業推進業務
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４- ５．出荷手順マニュアル

International Horticultural  
Exposition Expo 2016 Antalya 

2016

(2016.5.19)

2016

2016

　メインスタンドの展示を行う地方公共団体、花き等園芸関係団体、民間企業等並びにコンテス
ト出品者及び輸出向け PR 用提供花材等の出品者に対して、花きの輸送についてのアドバイスを

行うため、コンテスト部会から意見をいただき、輸送に関するマニュアル「出荷手順マニュアル」

を作成し、事務局より配布を行った。

　出荷準備としての提出書類の作成方法や輸送ルート、輸送に要する日数、梱包方法、ラベルの

貼り付け方、植物検疫相談、問い合わせ先などを記載した。

　特に花材に関しては、日本から博覧会会場まで品質を劣化させることなく輸送するため、切花

では採花後の前処理や予冷などの詳細、輸送途中の梱包内の結露対策及び水切れ防止方法なども

記載した。鉢物については栽培地検査の手順や消毒、品質保持のための梱包手順などを記載した。
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梱包方法に関する例示 表示・ラベルに関する例示

International Horticultural  
Exposition Expo 2016 Antalya 

2016

PR
(2016.6.1)

2016

2016
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